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静岡市立芹沢銈介美術館所蔵の魚皮衣について

梶原　　洋

Fish skin garment: Serizawa Keisuke Art Museum, Shizuoka, Japan

KAJIWARA Hiroshi

キーワード　：　魚皮衣　ハレの衣装　吉祥文　朱彩点状文

要旨

　魚皮は、かつてユーラシア大陸全域の諸民族にとって生活に欠かせない材料であった。静岡市立芹沢銈介美術館所蔵の本魚皮

衣はこれまですでに芹沢長介先生により紹介されているが、本論考では、主にアメリカ自然史博物館のラウファー資料との比較

を元に、新たに背面文様の分類し解釈加えた。その結果、全体の文様構造は男女を表す吉祥文を図案化した晴着であること、は

じめは魚皮の穴を塞ぐための単純な文様展開であったものが次第に複雑化したことなどを明らかにした。さらにこれまで注目さ

れてこなかった左右対称に配置される「朱彩点状文」の存在を見出し、渦巻文だけに限られない文様構造も明らかにすることがで

きた。本資料は、世界的な水準から見ても最も優れた魚皮衣の一つであることが確認できた。

Abstract

	 The fish skin garment at the Serizawa Keisuke Art Museum in Shizuoka, Japan (Plate1) was acquired by late Professor 

Chosuke Serizawa around 1953. The garment was likely first discovered and purchased at a Nivkh village in Sakhalin (Karafuto 

in Japanese) by Professor Shuzo Ishida in 1914 during his expeditions there. Tanned fish skins (mostly Salmonidae) were light, 

water-resistant materials widely exploited for daily use among natives in Eurasia (fig. 2, 4, 5). Especially the Nanai (previously 

called "Gold") living along the Amur and its tributaries were famed for their excellent fish skin garments with skilful embroidery 

and splendid back appliques, and were known as the "fish skin Tartars" in China (fig.1). 

	 As a native folk art, fish skin garments were first described in detail by Berthold Laufer, a member of the Jesup North Pacific 

Expedition of the American Museum of Natural History led by the famous anthropologist F. Boas. Laufer's ethnographic 

monograph of 1902, "The Decorative Art of the Amur Tribe," provided excellent illustrations and explanations of fish skin 

garments in these regions. Comparing the garment from the Serizawa collection with those of Laufer (1902), Ivanov (1963), 

Okladnikov (1964, 1981), Smolyak (1984), Kocheshkov (1995), and so on, I have tried to ascertain the historical, ethnological 

and artistic significance of the Serizawa garment among the indigenous cultures of the Amur, Sakhalin and Hokkaido, and have 

made these principal observations: 

1.	 The general style of the garment is very similar to those worn by noble women of the Qing dynasty in China (fig. 10). Fish 

skin garments were produced as wedding costumes presented to daughters by their mothers. The bell-like metal ornaments 

hanging along the hem functioned as lucky weights, preventing disturbance by winds and evils (fig. 7, 8). 

2.	 Within the complex spiral patterns on these garments, Laufer recognized and placed importance on animal motifs-fowl, 

dragons, fish, and deer-as individual symbols borrowed from Chinese culture. I, however, would place more emphasis on the 

whole complex of spirals and animal motifs as a kind of lucky omen (fig. 9, 11). 

3.	 With regard to the designs on these fish-skin garments, four types have been discerned (fig. 12-15). The Serizawa garment 

is classified as type B.  

4.	 As to the chronological placement of fish skin garments, those with simpler appliques appear to be much older, as on the 

most archaic samples, appliques appear to have simply been designed to close holes made in the removal of fins (fig. 3).

5.	 In the process of examining the Serizawa garment, I was able to shed light on the small, red colored dots symmetrically 
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1　はじめに

　静岡市立芹沢銈介美術館所蔵の魚皮衣は、芹沢長介先生が

昭和28年頃、神田の古書店で見つけ、購入したものである（芹

沢　1990、60-62）。そのいきさつを先生は、次のように書い

ている。「樺太から将来されたというシャーマンの魚皮衣が

あった。背中や裾には鈴のような金具がいちめんに吊りさげ

られていた。数日後にまた書店をのぞいてみると、その魚皮

衣はすでになく、誰かが買っていったということであった。

更に約一ヶ月ほどたってから、その魚皮衣が再び山岡書店へ

戻ってきた。どういういきさつから知らないが、いちめんに

つり下げられていた金具は全部とり外され、以前にはわから

なかったその下の切伏文様やうろこの跡などがよく見えるよ

うになっていた」（芹沢　1990：60）。この魚皮衣は、明治四

十年（1907年）から坪井正五郎、金田一京助らと樺太の調査

（石田　1908）を開始した秋田出身の人類学者、石田収蔵が大

正3（1914）年頃、ニブフから譲り受けた資料である可能性も

考えられる（芹沢　前掲、板橋区立郷土資料館　2000）ⅰ。先

生は、この膝まで届く魚皮衣（以下衣服の形態としてはハラー

トと記述する）について、ノボシビルスクの考古学、民族学研

究 所 博 物 館 所 蔵 の 魚 皮 衣 や オ ク ラ ー ド ニ コ フ の 考 察

（Okladnikov 1974、1981）を参照して、北東アジアの民族芸

術として高く評価し、その構造も含めて考察を加えており、

基本的なデータについては十分に明らかである。この小論で

は、主にラウファー 1902の資料と比較しながら、魚皮衣の歴

史的・文化的背景を含めて若干の追加的考察を行いたいと考

え、あえて筆をとったしだいである。今回の小論をまとめる

にあたり、観察の結果を総合する形で図を作成した（口絵1）。

2　魚皮衣と文様の研究史

a. 魚皮衣について

　魚皮の用途は広く、防水性の高い普段着として広く用いら

れたばかりでなく、テントの覆い、窓（ガラスの代わりⅱ）、帽

子、帯、手袋、カバン、火口入れ、楽器（儀式用団扇太鼓）、人形、

さまざまな紐などの素材としても用いられた。また、ソ連時

代は、「貧乏人の皮」とも呼ばれ、下級兵士のコートに多く使

われていた。現代でも、容器の飾り、財布ⅲ、壁掛け、電話カ

バー、ネックレス、イヤリング、釣り用の手袋ⅳ、などに加工

されており、ディオールによりスリッパも作られている。

　民族誌の魚皮衣については、間宮（1856）、鳥居（1926）、

加藤（1986）、芹沢（1990）、大塚（1993、2003）、シュレン

ク（1899）、ラウファー（1902）、イワノフ（1963）、レーヴィ

ンとポタポーフ（1964）、オクラードニコフ（1974、1981）、

ス マ リ ャ ー ク（1984、1994、2001）、コ チ ェ シ ュ コ ー フ

（1989、1995）、イワシェンコなど1995、トゥラーエフなど

2001、2008、グレボーワ（2010）、於と黄（2002）、宋と高

他編（2004）、張と王（2008）らによる紹介、分析、製作法、

文様分析などの研究がある。魚皮衣を製作あるいは利用した

民族は、ユーラシアの各地に点在している。北欧のバイキン

グ、西シベリアのオビ川流域とその周辺のハント族とマンシ

族、ヨーロツパのツンドラ地帯に住むネネツ族、アムール中

流域、更にその支流のスンガリを中心に住む少数民族として

ナ ナ イ 族、も し く は 中 国 で い う ホ ジ ェ ン 族（ 赫 哲 族

Hezhezu）、アムール下流のネギダル族、ニブヒ族、ウデヘ族、

ウリチ（ナニ）族、オロチ族、サハリンのオロチョン族などが

あげられる。そしてサハリンと北海道のアイヌ民族の間でも

魚皮が重要な生活資源であったことはよく知られている（犬

飼1955、更 科、更 科1976、Fitzhugh, W. W., Dubreuil, C.O. 

eds., 1999）。なかでもナナイ族は、かつてゴリドあるいはゴ

ルディとも呼ばれ、中国では、魚皮韃子（yu pi da zi）とも蔑

称されていたが、魚皮を広範に利用する民族として特に著名

であった（宋、高　2004）。素材の魚皮は、シロザケ、ベニザ

ケ、マンシュウマス、アムールナマズ、コイ、カワメンタイ、

チョーザメ、アムールカワカマス（Grebova 2010）、ワイヘッ

ト ナ マ ズ、哲 羅 サ ケ、タ イ メ ン（ イ ト ウ ）（Yu and Huang 

2002、Song et al. 宋と高他編2004；16-17）などが使われた。

　この地域の民族が魚皮を生活に広く利用していることにつ

いては、古くから知られていた。清の乾隆十六年（1751年）

に編纂、出版された『皇清職貢圖』には、赫哲族について「女

（の衣服）は魚皮を多く用い、縁は色布で飾り裾には銅の鈴を

つけ、鎧ⅴに似る」と説明がある。図には右衽で前身頃の端と

裾に縞模様があり金属の飾りを下げた衣服を着た女性が、斧

状の道具を使用して魚皮をなめす姿（図1右）と金属製の飾り

arranged on both faces of the garment (Plate2). These dots have rarely been noted by previous researchers. 

6.	 The side-hanging decorations imitate ancient ceremonial ornaments found on robes for noble women in China (fig. 16). 

7.	 The Serizawa garment, with its splendid appliques, is confirmed as one of the most excellently designed existing specimens 

produced by highly skilled Nanai women, possibly in the mid-19th century.
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を裾につけた魚皮衣を着た女性が犬橇に乗った姿が描かれて

いる（図1左）（Zhuan et.al. 2008：38）。鳥居龍蔵もこの『皇

清職貢圖』を取り上げて、アムール流域に住む奇楞（Chileng）、

琿春付近の恰喀拉（Qiakala）また、赫哲（Hezhe）をナナイ族

に比定し、人々が魚皮もしくは鹿皮をもって衣服とし、縁を

色布で飾り、銅鈴で裾を綴っていると紹介した（鳥居　

1926：38-39）。

　間宮林蔵が1809年、樺太からアムール川流域を調査した

報 告 で あ る『 北 蝦 夷 分 界 余 話 』（1811）や『 北 蝦 夷 図 説 』

（1856）では、19世紀初頭の樺太アイヌ、オロッコ（ウィルタ）

やその北部のスメレンクル（ニブヒ）の人々が魚皮衣をまと

い、また、重要な生活資料とし

て魚皮が貯蔵され、窓枠、家の

覆いなどにも用いられているこ

とが記録されている（間宮　

1811、1856、1979ほか）。ただ、

それに描かれた魚皮衣は、今回

の資料に類似した清朝の女子衣

服である右衽の襯
しん

衣や氅
しょう

衣に近

い形態の衣服ではなく前中央で

ボタン止めの衣服として描かれ

ている（図2）ⅵ。一方18世紀

半ばの『皇清職貢圖』（1751）の

赫哲族の女夷の衣服は、清朝式

の衣服である。これはオロッコ、

スメレンクル（ニブヒ）の服飾

がロシアの影響を受けていたの

に対して、赫哲族（ナナイ）の場

合は、より強く清朝の影響を受

けていることを示しているとも

考えられる。

　文政6年（1823）に、村上貞介（秦檍丸）が、義父・村上嶋之

允の未完の画帳を完成させた『蝦夷生計図説』では、樺太アイ

ヌの女性が魚皮衣を身に着けていたことが記されている（村

上、秦、間宮1990）。

　コリンズは1856-57年に、アメリカ人として最初にアムー

ル流域に入りゴルディ（現在のナナイ）の記録を残した。そ

の旅行記に「先住民は、魚皮で作った服を着る。ある女性が

作った服は、丈夫で漁労の季節に適している。　中略　この

服は、軽くまたしなやかである。　中略　若い女性は、貝殻

やビーズ、小さな飾りで裾を縁取った、新しくて輝くような

長い魚皮衣をまとって、自然のままの岸辺で笑いさざめいて

いる」（Collins 1962：257-258）また「かれらの女性は魚皮の

チュニックを着るが、そのスカートの裾のあたりには、一列

に真鍮もしくは小さな海棲の貝殻がつけられた」（Collins 前

掲：263）と飾りの付いた魚皮衣の記述がある。さらに住居

内部の描写に「家の三方は高くなっていて、座席としても家

財の置き場としても十分である。空いたところには炉が据え

られ、調理具、さまざまの魚や魚のワタが置かれ、使うため

の魚皮が乾かされていた」（Collins 前掲：275）とあり、魚皮

が日常のさまざまの場面で生活必需品として利用されていた

様子を知ることができる。

　アメリカ自然史博物館のラウファー（Berthold Laufer）は、

ジェサップ（Morris K. Jesup）の資金援助による北太平洋調

査隊（1897-1902）の一員として、アムール下流域、サハリン

の地域の少数民族の調査（1898-1899）に参加した（ローン

2009、American Museum of Natural History 2013）。ジェサッ

プ調査隊は、F. ボアズの指揮のもと、ラウファー、ヨヒェル

ソン、ボゴラスらが、チュコトカ半島、ヤクート、サハリン、

アムールなどの民族学的調査を精力的に実施した。この調査

の報告の一つとしてラウファーは、ゴルド（ナナイ）、ギリ

ヤーク（ニブヒ）、アイヌの独自の文様と民族芸術文化につい

て『アムール河諸族の装飾芸術』というモノグラフを発表し

た（Laufer 1902）。魚皮衣については、背面に文様群をもつ

女性の衣服10点を取り上げる中で、その文様構成を詳しく

分析した（Laufer 1902：61-79）。文様の要素としてとくに

ニワトリ、サカナ、トナカイを中心に記述している。ラウ

ファーの観察によれば、魚皮衣は三層からなり、①基盤とな

る魚皮をつづり合わせた白色の長着（ハラート）、②アップリ

ケの基盤となる楕円形の皮、その上の③魚皮によるアップリ

ケ文様である。中層のアップリケの基板は、アップリケその

ものよりもやや大きく切り取られた皮で、薄い赤色もしくは

青色で彩色され、その上に縫いつけられるアップリケを引き

立たせる役割をする。最上層の色糸で縫い付けられたアップ

図1　赫哲族の図
左、犬橇に乗る男女、右、女子による魚皮なめしの様子

（传1715『皇清職貢圖より』）
Fig.1 Hezhezu tribe. Left; A couple on a dog sledge, Right; 

Tanning fish skins
From Zhuan1715 “Huang qing zhi gong tu”

図2　スメレンクル女夷
（九州大学蔵『北蝦夷分界

夜話』より）、
Fig.2 Smelenkr woman

“Kitaezo Bunkai Yawa”
Kyushu University, 

Digital Archive”
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リケは青色で彩色されている（Laufer 1902：67）。さらにラ

ウファーは、背面が上下２～３段の文様帯からなることに着

目してそれぞれの段ごとに描写している（laufer 1902：68）。

　イワノフの『歴史資料としてのシベリア諸民族の文様』	

“Орнамент народов Сибири как исторический 	

источник”1963は、シベリア全域の諸民族の文様文化につ

いて、歴史、技術、分類などの観点から網羅、分析したもので、

今でもその価値を失わない。そのなかで、魚皮衣の裁ち方、

文様の付けられる場所などの属性から、北中国、モンゴル、

サ ヤ ン・ア ル タ イ の 諸 民 族 の 衣 服 と の 類 似 を 指 摘 し た

（Ivanov 1963：414 fig.286-1）。4点の魚皮衣が図示されて

おり、ミッデンドルフ1869所載のネギダル族のハラート

No.1は、珍しく左衽である。裾には金属製の飾りが付属する。

19世紀前半にはこの形式の衣服はまだ左衽であった可能性

がある。イワノフによれば、魚皮は、なめされる過程でヒレ

の部分に穴が開くため、衣服として縫製するときには魚皮の

小裂で埋めなくてはならない。後には、その小裂を彩色して

意図的に文様とした（図3-a）が、この技法は、さらにアップ

リケとして発達した。さらに、おそらくは、中国の吉祥文に

由来するシンプルな図形を貼り付けたの（図3-b）が、そのも

つとも初期的な形式と推定される（Ivanov 1963：416）。ま

た、この文様を手書する手法も存在した（Ivanov 1963：417 

fig.287）。

　スマリャーク『アムール河下流域とサハリン諸民族の伝統

的生業と物質文化』1984によれば、背中一面に切伏模様が配

置された魚皮衣は、ナナイ族では、特に結婚式用の晴れ着と

して、母が娘のために自分の持参金から作ったものだという。

アムール下流域ではボソマ・アミリ（Bosoma Amiri、ウリチ

族で Busuma Amiri）と呼ばれ、文字通り魚皮衣を意味する。

上流域ではシケ（Sike）と呼ばれていた（Смоляк Smolyak 

1984：163）。

　アムール下流域とサハリンの諸民族の文様について研究し

たコチェシュコーフは、魚皮の種類とその利用法との関係に

ついて紹介した。ナナイ族ではサケの皮（dabahsa）は、ハラー

ト（長衣）、膝当て、靴の素材となった。草魚の皮（kurahsa）は、

ハラートや膝当て（脛巾）に使われた。カワカマスの皮

（gachahsa）は、靴に使われ、ナマズの皮（lahsa）は、ハラート

に使われた。タイメン（イトウ）の皮（delihsa）とリンカ

（Brachymystax lenok コクチマス ?、中国の細鱗魚か）の皮

（nimahsa）は、靴に使われた。かつては、糸も魚皮から作ら

れていたという（Кочешков、 Kocheshkov 1995：17）。

　ウデヘ族を調査したズヴィデナヤとノビコーワは、魚皮は、

生活にとって欠かせない材料で特に水を通さないという特性

を利用した漁労用の衣服や靴として、ウデヘ、ナナイ、オロ

チなどの人々に広く利用されてきたたことを指摘している

（Звиденная и Новикова, Zvidennaya and Nvikova 2010）。

　橋本は、魚皮衣について①満州服、モンゴル服に類似した

ものと②アイヌ型とに分類し、満州服に類似したもの以前に

エベンキの衣服に類似した形態があった可能性を指摘してい

る（橋本　1995、2005：136）。また、文様については、「固

有に発達したもの、あるいは中国からの影響のあるものとい

う混合した形」であると理解している（橋本　2005：136、

137）。

　魚皮衣の製作技法、特に魚皮のなめし方については、近年

何人かの研究者により相次いでまとめられている。中国の張

と王は、赫哲族の魚皮製作について①製作技法、②魚皮によ

る製品、③現状、④歴史などについて詳しく紹介した（张、王 

2005）。大塚は、主に魚皮衣の製作技術について現代のウリ

チの事例について詳しく紹介している（大塚　2003）。五十

嵐は、赫哲とナナイの魚皮衣について、主に赫哲の資料から

製作技法、文様などについて考察を加えた（五十嵐　2009）。

グレボーワは、アムール川下流域の諸民族の魚皮製作とその

利用について、歴史、現代の民族との関連などについても紹

介しているが、特にアムール流域の魚皮製作法について詳し

い（Grebova 2010）。

　この地域の交易を分析した佐々木は、ニブフがこの交易の

中心であり、その活動範囲が、北はオホーツク沿岸、サハリン、

南は松花江の三姓似まで及んでおり、それにより富を蓄積し

たことを指摘している（佐々木　1996：46）。また、シュレ

ンクの報告の交易品目をまとめた表によれば、女性用の魚皮

衣 が1ya つ ま り 清 朝 の1両 で 取 引 さ れ て い た（ 佐 々 木　

1996：217）。芹沢資料が石田により樺太で購入されたこと

図3　a、b オロチ族の魚皮衣
Fig.3 Fish skin garments, Orochi tribe.

（Ivanov 1963: 416 fig.286-2,3）
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は当然のことだった。

b. 文様とその構成について

　これまでも、この地域の文様については、多くの研究者に

より分析がなされてきた。

　この中でラスファーは、アムール諸族の文様要素は、中国か

らもたらされたものがその基盤にあり、その強い影響のもと

に成り立ってはいるがⅶ、独自に発展した東アジア芸術の一つ

として成立しているととらえている（Laufer 1902、p.2、4）。

そして、文様の要素を①帯状文、②渦巻文、③ニワトリ文、④

魚文、⑤龍文、⑥シカ文、⑦部分的動物文、⑧花葉文の6種類

に分類し、さらにそれぞれの文様の組み合わせについて考察

を加えた。これらの文様には、アムール河周辺諸民族の生活

に密接に関連する動物であるクマ、クロテン、カワウソ、チョ

ウザメ、サケなどは欠落しており、一方で中国の神話的な動物

である蝶、コウモリ、龍、鳳凰、カメ、クモ、トカゲ、蛇、カエ

ルなどが借用されていること < さらに卍文、巴紋が使われて

いることをラウファーは指摘し（Laufer 1900、300）、中国あ

るいは日本文化からの強い影響があった根拠と考えたのであ

る。魚皮衣の文様構成については、中心的なモチーフとしニ

ワトリを重視し、魚をそれに付随するモチーフとして記述し

ている。この解釈の基礎には、Steinen のニワトリ、卍、三つ

巴などについてのシンボル解釈があり、観念論的である

（Laufer 1900：301-302）。しかも、明瞭なものを除き、文様

の一部だけにスポットを当ててニワトリや魚に比定する説明

は、今日から見るとかなり強引で解釈し過ぎの感を免れないⅷ。

　一方、ラウファーの中国文化影響説に対し、ロシアの研究

者は、先史時代からの文様の連続性を主張し、地域の自立的

独立的な文様文化である点により力点をおいて解釈を加えて

いる。

　シュレンクは、1854-56年にかけてのアムール・サハリン

地域の調査モノグラフの中で、ギリヤーク（ニブフ）族にお

いては、中国と日本からの文様上の影響を指摘した上で、中

国に近い民族より芸術的に高度である報告した（Shrenck 

1899：90-91）。

　イワノフはこの地域の文様を、木や骨、金属、布や皮革な

どの素材との関連で分けたうえで、①平行線文、②渦巻紐文

（鎖状文を含む、モレウ文に類似のものも）、③幾何文（十字、

メアンダー文、アイウシ文）、④動物文、⑤雲形文、⑥植物文

に分類した（Ivanov 1963：344、381）。

　オクラードニコフは、文様においてもラウファーが結論づ

けた中国から周縁部への文化の拡散という考え方を批判し

て、「古来の伝統を頑固に保持し」ており、「アムール河下流

域では、独自的な芸術創造が長く持続された」と主張した（オ

クラードニコフ　1974：111、Okladnikov 1981）。彼は、土

器や岩壁画の分析から、古代と現代とに共通する文様として

①アムール網目文、②鱗文、③サルに似た渦巻文、④トナカイ、

⑤水鳥、⑥龍もしくは蛇、⑦銅銭類似文、⑧メアンダー文、⑨

カッコ文ⅸをあげている（オクラードニコフ　1974：111-

144）。オクラードニコフは、ラウファーが挙げた文様要素の

中で、ニワトリ、コウモリ、魚については、清代に借用された

可能性を認めたが、鳥文についてオクラードニコフは、古代

からの伝統につらなるものであって、ラウファーのいうニワ

トリではなく水鳥であると推定した。また、いわゆる唐草文

のような植物的文様要素についても、中世にこの地域にもた

らされたものであるが、古代からの渦巻文の伝統と結びつい

たのだとも指摘した（オクラードニコフ　1974：134-135）。

　コチェシュコーフもイワノフやオクラードニコフと同様に

この地域の文様が先史時代から続く固有の文化であること、

各 民 族 に よ り そ れ ぞ れ 違 い が あ る こ と を 強 調 し た

（Kocheshkov 1995：4-10）。

　大塚は、主にアイヌの文様を考察する中で、モレウ文とア

イウシ文という2つの文様がアイヌ文様の貴重をなすもので

あり、アムール河流域とサハリンの民族との交流の中で培わ

れてきたものであることを述べた（大塚　1993）。

　ロシアの研究者に多い先史時代からの文様の継続を認め、

古くからの独立的な民族文化の存在した証拠するとする考え

方については、特に、古代から中世の時期における文様の連

続性を示す証拠が極めて少なく、十分に証明することができ

ないことを指摘しておきたい。特に今後の衣服などの有機物

の発見に待たなくてはならない。

3　魚皮のなめし方

　現代の魚皮なめし手順は、Ⅰ魚皮の剥ぎ取り、2. 皮の清掃、

3. 皮 の 乾 燥、4. 皮 の な め し 加 工 に 分 け ら れ る（张、王　

2005、大塚　2003、主に Grebova 2010参照）。

①�生魚もしくは冷凍魚を数時間、屋外で乾燥させ、皮を剥が

す。塩漬けの魚も可能だが、後に剥がした皮を水に浸して

柔らかくしなければならない。

②�鋭いナイフで頭の基部に切れ目を入れ、魚の腹に沿って尾

ビレまで割く。

③魚の内蔵を取って、エラを切り捨てる。

④�頭の回りに丁寧に切り込みを入れ、尾ビレと胸ビレを切り

取る。

⑤�皮を傷つけないために鹿の中手骨で作った骨製ナイフ（ナ
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ナイ語でソグボコ）ⅹ（図4）を用い、指も使いながら、首の

切り込みから尻尾に向けて皮を破らないように剥がす（図

5）ⅺ、魚をひっくり返して、同じ作業を行う。かつては時に、

木製のナイフも使われた。最も難しいのは薄く柔らかい腹

部の剥ぎ取りである。力を入れながら皮を尾ビレの方向に

剥ぐ。

⑥�鋭い金属のナイフで皮の内面から残りの肉と脂肪を削り取

る。よく除去しないと匂いが残る。脂肪をとるには、腐っ

た切り株を包んで揉む方法、よもぎ、ブルーグラスなどを

皮で包んで置く方法、水で洗うときに木の灰を混ぜる方法

など様々だった。背ビレの部分を特に丁寧に作業するが、

ヒレは取らず、皮が乾いてから切り取る。その結果、皮の

真ん中に穴が空くが、完成品では、アプリケで塞がれる。

魚が大きかった場合、２枚の皮に切り分けられる。

⑦�肉と脂肪を落とした皮を水で洗う。きれいな水に洗剤を足

して、もう一度皮をよく洗う。皮なめし用の溶液は、水に塩、

酢、重曹を少しいれる。脂肪を落とし、臭いをなくすために、

皮を溶液に漬け、数時間おくⅶ。

⑧�きれいになった皮を滑らかな板に貼り（伸ばしたりしな

い）、完全に乾くまでそのままにする。数日経過すると、皮

は乾燥して堅くなる。

⑨�皮もみ用の器具（デレー）などで、ビロード状になるまで柔

らかくする。魚皮を丸めて、ギザギザの歯を持つハンドル

で皮を揉む。均等に揉むために皮の位置を頻繁に変える。

かつては、『皇清職貢圖』に見られるように木製の斧状槌（ク

ングク）と真ん中の凹んだ木の台（ハイルガ）を利用してい

たことが知られている。また、木製槌の代わりにナマクラ

の刃を持つ斧（パーティー）も使われた（図1右）。

⑩�器具を使用しても、まだかさかさ音がする場合は、さらに

手で丁寧に揉む。

⑪�残った鱗をナイフで剥がすには腹から背中に向けて作業を

する。それでもまだ鱗の跡が残る。この作業では刃の短い

ナイフが適切である。

⑫�皮の表に残った繊維を軽石でこそげ取る。皮を完全に滑ら

かにするためにウロコの跡も取り除く。そのために表面を

軽石で加工し、その後細かいサンドペーパー、又は刃物や

ガラスの破片でこする。皮が特に堅い場合、裏の余計な繊

維を錐の先で取る。錐先を10個重ねて皮の表面を滑らか

にする。一般のヤスリも使用可能。

４　芹沢銈介美術館の魚皮衣（口絵1）

　魚皮衣は、筒袖、右衽で、大きさは、935（前面）×1310（袖

口から袖口まで）mm である。芹沢によれば、上半部に18尾、

下半部に27尾、袖に12尾、裾まわりに17尾、その他の端切

れが50片用いられている。サハリンではかつて、間宮海峡

をまたいで山丹交易と称される交易が盛んに行われていたこ

とが知られている（佐々木　1998など）。そこではさまざま

なモノが大陸から流れ込んでいた。芹沢も指摘しているよう

に（芹沢　1990：61）、アムール河流域のナナイ族が魚皮衣

の製作に長けていることは、早くから著名であり（Smolyak 

1984：159）、この魚皮衣も、山丹交易を通してサハリンのニ

ブヒ族までもたらされたと考えるのが妥当であろうⅹⅲ。

　この資料は、まず、魚皮を素材とした衣服（tunic、 khalat、

ハラート）が縫製され、この生地の上に、朱、群青（もしくは

黒）、黄色の三色からなる染色襟周りや袖口、裾などに施され、

図4　魚皮剥ぎ取り用骨製ナイフ（ソグボコ）
Fig.4 Bone knife for skinning fish (Sogboko)

図5　魚皮の剥ぎ取り。1988年筆者撮影
（ハバロフスク地方　サカチ・アリャン村ガーシャ遺跡）

Fig. 5 Skinning fish at Gasha, Sakachi Alyan village, Khabalovsk region, 1988. 
Photo by Kajiwara.
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さらに切伏せ（アップリケ）による文様が配置されて、華やか

に彩られていたものであろう。細かく見ていくと、袖口には、

二本の朱と群青の太い縞と黄と朱の細い縞が施されていたも

のと思われる。また、前面では、衿とそれに連続する左前身

頃の上部（衿先）、両肩の長方形の肩章状の部分に、群青の皮

を基盤としネガティブな渦巻文が切伏せ（アップリケ）され

ている。この左前見頃上部の渦巻文の縁には、朱でカッコ文

（アイウシ文）が描かれている。スモリャークによれば、19

世紀以前には、文様は左前見頃の上部に限られて施されたと

さ れ て い る の で、こ の 資 料 も そ れ 以 前 の も の で あ ろ う

（Smolyak 1984：157）。さら左前見頃の下半部の縁と裾には、

朱、群青、黄の太い帯が三本、群青と朱の細い線が二本付け

られていたものであろう。背面上部の首周りと肩、後身頃両

側は、スマリャークの記述のように、朱や黄の細い帯で縁取

られ、背面全体には、鳥（水鳥もしくは鳳凰）文、鳳凰（龍）文ⅹⅳ、

魚文、トナカイ（シカ）文、竜頭文やさまざまな渦巻文で構成

された切伏（アップリケ）が対称に配置されている。裾には

前面と同様朱、群青もしくは黒、黄の太い帯が施されていた

と考えられる（口絵1）（芹沢　1990：60-61）。さまざまな

切伏文様は基盤となる一枚の皮の上ⅹⅴに切伏文と同色の群青

色の細かい糸により縫い付けられ、さらに、それ全体が魚皮

の生地の上に貼り付けられている。切伏の基盤となるパッチ

は、残された色彩から本来薄い赤ⅹⅵに、切伏文そのものは青

色もしくは群青色に塗彩されていたものと思われ、この事実

は、いくつかの類例からも裏付けられる。例えば19世紀初

頭の間宮林蔵による樺太アイヌの「絹衣」では、背文様の切伏

の基盤は、赤色に塗彩されていたし（図6）、ラウファーによ

り収集された魚皮衣の記述には、切伏せの基板の楕円形の皮

は、上の切伏せを引き立たせるために薄い赤もしくは青で染

められていたとの観察がある（Laufer 1902：67）。また、ス

マリャークの記述とも合致する（Smolyak 1984：167-168）。

衿の周囲は、黒と茶の縞のビロードにより縁取りされている。

魚皮衣は右真横でボタン留めされ、背面の後身頃下半部両側

には、スペード形の文様部から垂下する帯状の渦巻文が見ら

れる。この両側の垂下帯は、ラウファーのやスマリャークの

図にもあるように、本来、前身頃と背面の両面に半分ずつ見

えるのだが、芹沢コレクションの前合わせが開きすのため背

面にずれて全体が見えるようになっている。

　芹沢によれば、本来この魚皮衣の背面には、一面に金具が

吊り下げられていたようだⅹⅶ。一方、石田所蔵の魚皮衣の写

真には、裾だけに金具が取り付けられているように見られる

（板橋区立郷土資料館2000：35、fig.1a、1b）。金具が全面で

はなくその一部であるということから、両者は同一ではない

との考えもあるがⅹⅷ、文様要素

とその配置から見て、やはり同

一のものではあるまいか。芹沢

資料をよく観察すると、裾から

二段目の群青の帯には、ほぼ等

間隔にかすかな穴が見られ（図

7）、金属の下げ飾りをつけた場

所である可能性が指摘できる。

スマリャークは、この金属製の

裾飾り（achian）について、魚皮

衣の「裾には、二本から三段の

異なった色の幅広の布の帯が付

けられている。最下段の縁飾り

は、明るい色で、上部は主に黒

である。二段目（下から）もし

くは三段目には、装飾として一

列の、例えば貝ボタン（kaupi）

か金属製の下げ飾りが縫い付けられている。それによって裾

に重さを加えるという役割があり、風の強い時に役立つ」と

いう実用的な用途があることを明らかにしたが（Smolyak 

1984：156）、悪霊から女性を守る護符という説明もされて

図7　裾に見られる金具取り付け痕と見られる穴
Fig.7 Pinholes for hanging metal decorations at lower 

fringe of the fish skin garment.

図6　樺太アイヌ女子の服装
『北蝦夷分界余話』、九州大学デジタルアーカイブより

Fig. 6 Women’s garments of Karafuto Ainu, “Kitaezo 
Bunkai Yowa, Kyushu University Digita Archive.

図8　オロチ族衣服の下
げ飾り

Fig.8 Hanged metal 
decorations of Orochi 

tribe.
Gluzovskii 1917:137
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いる（Derevianko ed. 2005：162）。ウデヘ族の習慣では裾

に一列。ナナイ族では二列であった（Smolyak 1984：157、

Gluzovskii 1917）（図8）。

　背面全体の文様は、左右対称であり、おおまかに上中下の

三段に分けることができる（図9）。芹沢銈介美術館所蔵の魚

皮衣の背面に展開される文様は①鳥ⅹⅸa、②龍 b、d、③鳳凰 g

（劉、趙　1999）、④魚 a、c、e、⑤シカ（トナカイ）e などの

動物文、⑥渦巻複合文、⑦かっこ（アイウシ）文に分けること

ができる。後述するように、他の資料では、横に伸びる曲線

により、２段から４段にわけられており、垂直方向は、中心

軸に対して左右対称に展開する。多くの場合、中心には、最

も複雑で華麗な文様が貼り付けられている。

　芹沢資料の場合、中心となる文様は g であり、上下の渦巻

文とその左右に相対する鳳凰（龍 ?）によって中

央部に大きな菱型の文様部を作り出している。

さらに、この中心文様の上には a の鳥（鳳凰）が

b に乗る。この鳥については、Laufer はニワト

リとオクラードニコフらは水鳥と解釈している

が、最も大きな影響を与えたであろう清朝の衣

服では、大部分が鳳凰である。b は、中心文様

g を挟んで上下線対称的に位置する d と裏返し

の文様となっている。b と d の間には c が６個

配置され、その下部には e が3個、f が d から

下垂して2個左右対称に配置されている。E の

上部は、f を180度回転したものと同じと考え

られる。この模様の展開を見ると中心に対して

左右対称に位置する a、b、c、g、f と上下対照

に水平方向に配置される c、e の文様に分かれ

ていること、文様には、回転すると同じ文様に

なるものが存在することが見て取れる。体側の

文様帯④は、その下の渦巻文の描かれた長い帯

とともに古代から遊牧民により使用された垂下

する腰佩もしくは佩綬を思わせるものである。

さらに、これまでほとんど気づかれていなかっ

た文様を見出すことができた。それは、前面の

衿と左前身頃上部、肩、背面の衿回り、肩、体側

に施された渦巻文の中や側に、左右対称に施さ

れた朱色の点で、群青色の文様帯中で一段と鮮

やかに映えている。これも文様の一部とかんが

えられよう（口絵2）。点状の朱彩文様施文の類

例を調べた限りでは、ナナイ族の脚絆の魚皮製

切伏見られる唐草文に添えられた例（Laufer 

1902、 p.13、 plate III-2）やオロチ族の白樺製バ

ケット底部の曲線文に添えられた例（Kocheshkov 1995：

88、図3-1）などを見つけることができた。これが単なる装

飾なのかそれ以上の象徴的な意味を持つものなのかについて

は、今後の研究を待たなくてはならない。正面首周り右側と

背面右側体側上部（本来全面の右側面に位置する）には、ボタ

ン掛けの革紐があり、同様に朱で彩られている。

　この魚皮衣の全体的の形状については、他の研究者も指摘

しているが、モンゴルや清朝の女性の衣服との類似性を指摘

しておかなくてはならない。もとよりナナイ族も清朝に朝貢

していた民族であり清の支配下に置かれていたばかりでな

く、清朝の支配民族である満州族（かつては女真族）の故地に

居住しており、本来的に両者は共通の文化を保持していたで

あろう。強い政治的文化的影響下にあったことは言うまでも

✖2

✖6

✖3

✖2

✖2

2✖

✖2

シカ
魚

龍頭

鳥

魚

鳳凰
あるいは龍

❶

❷

❸
❹

a b

d

f

h

c

e

g

図9　芹沢資料魚皮衣の背面文様構成と単位文様
①上部文様部、②中心文様部、③下部文様部、④側面佩綬様文様帯

Fig.9 Arrangements of decoration appliques and motifs.
① Upper decorations　② Center decorations
③ Lower decorations　④ Side decorations
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ない（例えば間宮林蔵の東韃紀行）。例えば丸首で袖の端に

二～三本の縞帯をもつ襯衣や氅衣は、袖の幅はより広く短い

ものの右衽で丸首のヘリから右合わせの縁までの裁ち方は全

く同一である。さらに両脇のスリットを縁取る装飾として雲

形文様とそれから垂下する文様帯と下端の文様帯の様相や配

置も魚皮衣のそれときわめて酷似するⅹⅹ（図10、a、b）。こ

のような事例を分析すれば、魚皮衣の形態がまず、第一に清

朝の女子衣服を模倣もしくはその影響を強く受けたものであ

ることは一見して納得できよう。文様から見ても、清朝の女

子服には鳳凰、蝶、福を表すコウモリ、まれには龍などの動

物や牡丹などの花、喜や寿の文字を文様化したものなどが華

麗にあしらわれている。これらが魚皮衣の文様にも強い影響

を与えた可能性が高い（沈　1988、周、高　1988、Vollmer 

2002、王、周　2008、李、山村　2009）。

5　魚皮衣の文様と分類

a. 文様

　魚皮衣の文様を検討すると、ラウファーやロシアの研究者

が言うような鳥、魚、シカなどの文様も認められるが、その

他に多様な渦巻き、曲線により末広がり、楕円、十字形など

いくつかの決まったパターンを識別できる（図11）。ここで

は、鳥文、末広渦巻文、十字渦巻文、有翼文、充填渦巻文など

にわけることができる。異なった魚皮衣資料間にも極めて類

似した文様が使われていたり、類似した文様パターンの組み

合わせが見られたりする。これは、作り手の間に共通の文様

パターン認識が存在したことを伺わせるもので、魚皮衣の製

作が極めて近しい集団の中で作られたことを示すものと考え

られ、いわゆるナナイ族が最も優れた製作者であったという

言い伝えを裏付けるものであろう。また、これらの文様は、

全体として清朝の女子服に見られるような鳳凰、蝶、福を表

すコウモリ、まれには龍などの動物や牡丹などの花などを意

匠化したものや喜や寿の文字を文様化したモチーフをさらに

民族伝統の中で消化した結果生み出されたものであると考え

られる。例えば、末広渦巻文については、中国で用いられた

オスメスの鳳凰が向きあう形を意匠化した文様に酷似してい

る（図13 Eberhard）。エベルハルトの説明によれば、女性（皇

后）を表す鳳凰文は婚礼衣装に付けられたものであり、男性

（皇帝）を象徴する龍と組み合わされた魚皮衣の文様は、まこ

とにハレの衣装にふさわしいいうことになる。したがって、

製作者は文様の象徴性や意味も理解していたこと理解される

（Eberhard 1986, 234-236）。

b. 魚皮衣の分類（図12-15）

　魚皮衣を形式分類する試みは、これまでなされていない。

ラウファーが背面文様部の配置から、2段もしくは3段にわ

かれると指摘はしているが（laufer 1902：68）、この属性に

よって分類はしていない。ここでは、中心部の文様の上下に

見られる横方向に伸びる曲線文様により以下の4つのタイプ

に分類した。先述のようにイワノフの紹介した図3-b が魚皮

の穴を文様で塞いだ施文方法で、素朴で古いタイプの可能性

がある。その場合区画線で区分するものは、より新しいとい

うことになる。

　Type A：中心の大文様の上にほぼ横方向に連続する先によ

り上下二段に区画される。

　Type B：中心の大文様から斜めに伸びる竜頭により上下三

段に区画される。

　Type C：中心文様の上下にほぼ横方向に伸びる線とそれに

図10　清代貴族女性衣装
a. 皇后常服、周・高1988：180-fig.304

b. 紫色暗紋綢大鑲辺女氅衣、王・周2008　p.80
Fig.10 Noblewomen's garments of Qing dynasty.

a. Informal garment for queen. Wang and Gao 1988.
b. Dark purple garment. Wang and Zhou 2008.
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末広渦巻文 1 末広渦巻文 2 

3末広渦巻文  

plate XXIX No.3

plate XXIX No.3

 

十字渦巻文

有翼文  

鳥文 

充填渦巻文 

Eberhard 1986, 234

図11　主な文様の種類
Plate 番号は Laufer 1902より

Fig.11 Major decoration motifs. Plate numbers correspond with the Laufer 1902 report.

図12　タイプ A のハラート（以下の資料はすべてナナイ族）
①ラウファー 1902 PlateXXVI-No.3（ニューヨーク自然史博物館蔵）、②イワノフ1963: 417 fig287 

Fig.12 Khalats (Garments), Type A: The following types are all from the Nanai.
① Laufer 1902; American Museum of Natural History, New York. ② Ivanov 1963

❶ ❷
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図13　タイプ B のハラート
①科学アカデミー極東支部歴史学・考古学・民俗学研究所博物館蔵、②ラウファー 1902図版 XXVIII の No.1ニューヨーク自然史博物館蔵

③芹沢資料、④オルチャ魚皮衣（ノボシビルスク、オクラードニコフ1981no.50）
Fig.13 Khalats（Garments）, Type B

① Institute of History, Ethnography and Archaeology, the Far East branch of Russian Academy of Science ② Laufer 1902 
③ Serizawa Art Museum ④ Institute of Archaeology and Ethnography, Siberian branch of Russian Academy of Sceinece 

❶

❸

❷

❹

図14　タイプ C のハラート
① plate XXIX-4、② plate XXX-2、③ plate XXX-3、④ plate XXX-4、⑤ plate XXIX-2、⑥ plate XXX-3、⑦ plate XXXIII、

すべて Laufer1902より
Fig.14 Khalats（Garments）, Type C

All from Laufer 1902

❶ ❸❷ ❹

❺ ❼❻
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連なる文様により上下三段に区画される。

　Type D：Type C と同構成の区画の下部にさらにもう一本

の曲線と文様により区画され、合計で４段となる。

　Type A には、①ラウファーの図版 XXVI-3と②イワノフの

図287が相当する。①はヘラジカ皮製で、背面の上部の文様

は、青、赤、黄色で直接描かれており、下部に魚皮のアップリ

ケが施される。中心文様のやや上にカッコ文上の曲線により

区画される。中心文様の下には鳥（鳳凰）が描かれている。

②は、魚皮製ハラートで手書きで描かれている。①と同様の

区画線の上下に渦巻文による吉祥紋的シンボル、大が６個、

小が６個、最小が13個描かれる。動物文はない。

　Type B の①は、布製で製作年代は新しい。文様は、アップ

リケで描かれる。中心文様から上下に斜行する龍の首が伸び、

その間に抽象的な渦巻文がありさらに句碑が伸びて末端は龍

頭となる。最上部は、鳥（鳳凰）と抽象的渦巻文が3個、最下

部には渦巻文が8個施されている。②は絹製で文様は刺繍さ

れている。中心文様は相対する鳥（鳳凰）が描かれる。上部

には、鳥を中心とした文様部、下部には様々な渦巻文用が展

開する。③は、芹沢資料である。中心文様である鳳凰文が際

立っている。上下の文様部は、②に近いが、②最上部の文様

を欠く。④は、オクラードニコフ1981所載の魚皮衣で、アッ

プリケにより美しく施文されている。中心文様は龍頭状の渦

巻文で、上部文様には鳥（鳳凰）が見られる。

　Type C の①の中心文様は、渦巻状の吉祥紋を挟んで上部

には波上の曲線と鳥、下部には波上の曲線により渦巻状の複

合文様が横に連なる。最下層には、顔状の渦巻文を中心とし

た少文様が配置されている。②も中心文様を挟んで上下に曲

線があり、上部には鳥の乗る渦巻文複数か、株に

は、曲線により横に連なる渦巻文とその下に複数

の単独渦巻文が配置されている。③も中心文様の

上下に曲線で区画され、その上にも渦巻文が配置

され、下には、顔状の渦巻文が見られ、最下部に

鳥もしくは蝶のような羽を持つ文様が単独で現

れる。④は③に類似した文様構成である。⑤は、

中心文様が左右対称ではなく、中心右側に複雑で

大きな下に広い渦巻文が施される。区画曲線の上

には中心上部に鳥が位置する。最下部も左右対称

ではなく、左に羽を広げた鳥もしくは蝶が、右に

は中心文様の小型のものが見られる。⑥は縦長の

中心文様の上と下に区画先が入る。上には楕円形

の渦巻文がつき、下には縦長だが角ばった渦巻文

が見られる。⑦は、魚皮製で、青、赤、黄の三色で

文様が描かれている。中心文様は吉祥紋的渦巻文

で、いわゆる顔面状の表現が見られ、鳥（鳳凰）文など動物文

様はない。中心文様とその上部で、横に手をつなぐ用に先が

伸び、下部も線はないものの類似の文様が展開し三段となる。

　Type D の①はスマリャークが紹介した魚皮衣だが、中心

文様の上下と最下段にも横方向の文様の伸びが見られる。中

心文様の両側には鳥が付き、最上部にも鳥が乗る。その他の

渦巻文は、非常に入り組み、かつ連続している。②は、最下

段に渦巻文用の間を斜行する曲線て結ばれているという特徴

がある。中心文様は、Type B の②に類似し、中心のダイヤ形

を通る十字の両側に鳥が配置される。最下段には、羽を持つ

蝶もしくは鳥が付けられる。

　今のところ、Type A が最もシンプルなので古い段階に置

かれ、Type D が複雑さの観点から最も新しいタイプと考え

たい。B と C は、いずれも複雑な文様構成を持つので、大き

な時間差はないものと考える。

c. 佩綬様文様帯の分類

　魚皮衣の両側垂下する文様帯は、本来は、中国の服飾史で

言われる北方諸民族の䩞鞢ⅹⅹⅰ（沈　1988；257）や宋などの

宮女のつけた玉環綬（沈　1988；318）に由来すると考えら

れる。イワノフは、この両側の文様についてモンゴルなどの

衣服に見られる両脇のスリットの装飾であると説明した

（Ivanov 1963：414-415）。より直接的には前述のように中

国の宮女の腰佩（佩綬）（沈　1988；465、Vollmer 2002）な

どに関連した装飾がある。清朝になると、腰佩は、清朝女子

服の氅衣の側面に見られるスリットを飾る雲型から下垂した

両側辺の文様に変わる（王、周　2008）。これが魚皮衣の側

図15　タイプ D のハラート
① Smolyak 1984; fig.14-5b ② Laufer 1902 plate XXX

Fig.15 Khalats（Garments）, Type D

❶ ❷
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面装飾に取り入れられたとする説明が最も妥当と考えられ

る。魚皮衣に見られる佩綬様の側面垂下文様帯の様式には二

種あり、上部にクローバー上の部分があり、その下に幅を持っ

た帯として文様帯が垂下するタイプⅠとクローバー上の部分

から細く紐状に垂下しその間に2から３箇所の膨らんだ文様

部がつくタイプⅡである（図16）。中国の絵画などに見られ

るタイプⅠの例としては、「西夏敦煌壁画男女進香人」に描か

れた女性の衣服（16- ⑨左）や清朝の貴族女子である「紫色暗

紋綢大鑲辺女氅衣」に見られ（図10-b）、タイプⅡに類似する

例としては、清朝雍正帝時代の皇妃の便服飾図中に腰から垂

下した紐状佩綬の途中3箇所が結び文となっている資料があ

る（図16- ⑨右）。全体的に見ると清朝後期のものとみられ

る図10-a、b よりも魚皮衣の佩綬様文様帯は、一層古い時期

の様相を残している可能性がある。

6　芹沢資料魚皮衣の背景と意義

　①イワノフの魚皮衣アップリケ技法の発展段階（Ivanov 

1963：）やその中で紹介された19世紀中頃以前のミッデン

ドルフ資料（図3-a）を見ると背面の文様構成では、文様では

ない円形などのアップリケや文様があってもシンプルなアッ

プリケで飾られ、区画線で分けられていない資料がより古い

と考えられる。つまり魚皮の穴を塞ぐ意味で始まったアップ

リケが徐々に文様部としての独立性を高めていき、次第に複

雑・華麗になったと考えることができる。この仮説から資料

を編年すると、文様構成の段が少ないタイプ A が最も古く、

タイプ D が最も新しいという仮説が成り立つ。今回取り扱っ

た芹沢資料は、タイプ B に属する。ただ、これらの文様構成

の違いは、製作された地域や集団の違いも反映している可能

性があるので、それぞれの魚皮衣の生産地が明らかになって

比較するまでは、一つの仮説として今は提示しておきたい。

　②芹沢資料の文様は、TypeB の他の資料と比較すると、斜

めに下垂・上昇する線は、新しくなるほど、明らかに龍の首

や頭を表している事がわかる（図10）。これらの首や頭を示

す曲線は、すべて中心文様の鳳凰から伸びており、真ん中に

目を引きつける役割をする。前述のように、魚皮衣に見られ

る文様についてラウファーは、その中にニワトリや魚などを

見出し、重視したが、単独で現れることの多い鳥（鳳凰）を除

けば、複合文様の一部を構成する単位としてのみ出現するの

で、本当に重要なのは文様単位が合わさった集合体としての

複合文様であろう。何故ならば、イワノフが挙げた図3-a、b

では、前述のように具象的な鳥文などはなく、単純な図形や

吉祥紋的な文様パターンのアップリケだけで飾られていたか

らである。したがって、末広がり三角、楕円図形などの複合

文様も、全体として女性（皇后）を表す鳳凰や男性（皇帝）を象

徴する龍の頭部などの吉祥紋文様を表したり、寿字やコウモ

リの文様的表現に類似していたりすると解釈できる（図

9,11,12-15）（李、山村　2009）。アムール流域を中心とした

諸民族は、鳥、魚、シカなどの意匠と渦巻文、唐草文の部品を

用いつつ一つのまとまりとしてシンボル的な吉祥文として独

自の文様にまで昇華させたのである。

　③前身頃と背面の襟や肩と側面の佩綬様文様帯に施された

朱彩点状文様は、左右対称に渦巻きの内部や側に施されてお

り、藍色の中に鮮やかな彩りを添えている（口絵2）。このよう

な文様技法に関する事例は、これまでも殆ど無いが、この地域

の文様技法の特徴的な一つである。今後類例を増加させたい。

　④側面に垂下する佩綬様文様帯（図16）は、中国の女性、特

に貴族の衣服の形式に類似し、アムール諸族の女性の衣服が

中国からの強い影響を受けていたことを如実に示す特徴であ

る。大本は、北方諸民族の䩞鞢と考えられるので、清朝の満

州族も含めてツングースの諸族が取り入れた衣服の形式であ

る可能性も高い。

　⑤芹沢資料は、前述のようにナナイ族の女子の婚礼衣装と

考えられ、裾に金属の飾りが付けられていた。これか、アムー

図16　佩綬様文様帯の分類
Type Ⅰ①～⑤ , Type Ⅱ⑥～⑧（①～④ , ⑥～⑧ Laufer 1902，

⑤ Tilke 1956; plate 96-9, 
⑨沈 Shen1988から。左図142西夏 Left, West Xia、

右図198清、雍正帝の時代 , Right, Qing dynasty, the emperor 
Yongzheng）

Fig.16 Classification of ceremonial side-decorations.
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ルの交易ルートを通じて樺太のニブフに伝えられたものであ

るが、シャーマンの衣服として金属製の飾りが取り付けられ

ていたという芹沢の記憶に基づけば、伝来の過程で背面に金

具などを取り付けてシャーマンの衣服に作り替えられたこと

になる。この魚皮衣の製作年代については、1914（大正3）

年頃に当時の樺太で採取された可能性があるので、それ以前

ということになる。背面文様の華麗な展開から見て、最盛期

のものであり、19世紀の半ば頃の製作かと推定される。

　⑥芹沢資料に代表されるアムール下流からサハリンの背中

に文様帯が展開する華麗な魚皮衣は、この地域の女子の晴れ

着、特に婚礼衣装である。その外形は清の宮女の晴れ着と共

通する形式を持ち、また、背中一面に民族的伝統と中国の影

響にもとづく吉祥文様に彩られた衣装は、まさにハレの場に

ふさわしい衣服であり、現在残っている当該地域の魚皮衣の

中で、最も華麗で代表的な資料であることは疑いない。
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註

ⅰ 　板橋区立郷土資料館の特別展『石田収蔵、謎の人類学者の生
涯と板橋』2000の展示解説には、オロッコではなくニブフ（ヒ）
であると記されている。「シスカ周辺での購入品と考えられて
いる。内外土俗品圖集編集過程での写真の裏には「マシチュ（魚
皮）ウスクリル」と鉛筆の裏書きがある。ナナイ民族は大陸のア
ムール川流域にその生活基盤がある。この魚皮衣はシスカのニ
ブフの手にわたり、石田が入手したものであろう。大正3年

（1914）頃、シスカ（敷香）の吉岡依平の書簡・葉書には、魚皮衣
の人手についての石田宛の往信があり、ニブフのプニオンこと
桃太郎が、「ロモー」のニブフが昔時の魚皮衣を持っていて、代
金50円であると伝えている。この魚皮衣が、写真の資料に該
当するかは不明である。」との記載がある（板橋区立郷土資料館
2000：34-35）。石田収蔵は、1879年（明治12年）に秋田県鹿
角郡柴平村字柴内230（現在の鹿角市十和田毛馬内）に生まれ、
東京大学理学部に入学し、坪井正五郎の知遇を得た。1940年没。

ⅱ 　Atkinson は、アムール流域の旅行記の中で Mangoon 族（ウ
リチ族）が窓に魚皮を用いていると記している（Atkinson　
1860：486）。

ⅲ 　岩手県宮古市では、さまざまな鮭皮製品を特産品として売り
出している。

ⅳ 　筆者は韓国で作られた魚皮製の釣り用手袋製品を所有している。
ⅴ　いわゆるコート状の綿襖甲を意味しているのであろう。

ⅵ　ロシア、オムスク絵画芸術博物館では、同館所蔵の平沢屏山の
アイヌ絵コレクションを “Омская Сэнсаци” として2008年
刊行した。巻末の参考資料にロシア民族学博物館所蔵のサハリ
ンアイヌの子どもたちの写真が載せられているが、ニブヒに見
られたと同様の前ボタンの服を着た子供たちが写っている。（О
мский Областной Музей 2008、p.87右下写真）。子ども
たちは、右衽の着物風の衣服と前ボタンの服の二種類を着して
いる。林蔵の時代からほぼ百年後も同じような衣服がサハリン
で用いられていることに注目したい。

ⅶ　この証拠としてラウファーは、中国に近い民族ほど芸術性が
高くなり、逆の場合は、より美しさがなくなるという見解を述
べている（Laufer 前掲　p.7）。中でも中国から遠いギリヤーク

（ニブヒ）の芸術は貧弱で未発達だと断じた。
ⅷ　例えば両脇の下垂する帯状の文様帯についてみると、ラウ

ファーは、その上部にニワトリのモチーフを見出すが、明らか
に清朝の女性の衣服にも見られる文様帯の雲形を模倣している
ことがわかる。

ⅸ　いわゆるアイウシ文である。
ⅹ　形態や作り方が縄文貝塚から出土する骨箆に酷似する。素材

は、シカの中手骨を乾燥した後、横から縦長に半割し、両側の
壁状になった部分を取り去るために石器を加工するように打撃
で剥離し、さらに研磨により平滑にして板状にする。この平た
い板状の素材を用いて骨箆が作られる。さらにこの板状の半製
品を中央かたら半割すれば骨製の棒状の骨器、例えば骨針、銛、
尖頭器などを作ることができる。ナナイなどの使用例を参考に
すれば、縄文の骨箆も内水面に面した遺跡では、魚皮剥ぎに使
用された可能性がある。ただ、海棲の魚類（内水面で取られた
サケ類を除く）の魚皮利用例については筆者は承知していない。

ⅺ　1988年8月、筆者はアムール河のガーシャ遺跡でサカチ・アリャ
ン村のナナイ族の老婦人がナマズの皮を剥ぐのを実見した。

ⅻ　赫哲族は、魚皮の脂肪をとる際、鮭のハラコを魚皮の内面に塗
りつけ、放置して発酵した後、白土を塗ってからかき落とすと
いう方法を使用していた。これが古い方法であろう（Zhang 
and Wang 2005：19）。

ⅹⅲ　佐々木やローン（2009）によれば、かつてサハリンではニブ
ヒ族を中心とする山丹交易が広く行われていて、ニブヒの商人
が直接顧客の村を訪れたり（佐々木　1998：685）、多数の民族
が住む特定の場所に市を開いたりする場合もある（Laufer 
1900：、ローン2009：268）。例えば、ナナイ族の魚皮製晴れ
着は、アムールのタルゴン村で製作されたものが、アムール河
口からサハリンまでの諸民族に愛用されていた（Smolyak 
1984：159）。

ⅹⅳ　中国の文様では、龍と鳳凰は同時に現れることがある（周、片
野　1991）。

ⅹⅴ　犬の皮が使われていた（Song et al 2004；16）。
ⅹⅵ　しかし、ウラジオストク研究所所蔵資料など19世紀末以降の

資料では、切伏の基盤は着色されていないものが多い。
ⅹⅶ　図のナナイ族のシャーマンの服には鏡などが多く吊り下げられて

いるので、芹沢資料も入手時にはそのようであった可能性もある。
ⅹⅷ　芹沢長介先生は、生前、静岡市立芹沢銈介美術館の白鳥学芸

員に別のものではないかとの考えを示されていたという。
ⅹⅸ　中国からの影響を重視する場合には、この鳥も含めて鳳凰の

可能性が高い。地域的な伝統を重視するとすれば水鳥であろう。
いずれにしてもニワトリの可能性は薄い。

ⅹⅹ　例えば王、周2008の p.79の黄色緙絲緞蝶恋花女氅衣や p.80
紫色暗紋綢地鑲辺氅衣、同 p.81紫綢地鑲辺氅衣に見ることが
できる。

ⅹⅹⅰ　鞢は、中国古代北方少数民族が帯などにつける佩としての金
属装飾である。更に古い時代には金属製の魚佩だった可能性も
あろう（Shen Congwen 1988　沈 從文　編著　1988）。


